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参加費一人 1,000円
※医療系学生は無料です
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白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、骨髄異形成症候群、そして特発性血小板減少性紫斑病など、病気本体や治療法が複雑でわかりにくくまた治療期
間が長いのが血液の病気ですが、ぜひ基本から学んで理解を深めましょう。また「同じ血液の病気でも自分とは病名のちがう疾病」と「自分では受けないか

も知れない治療法」についてもこの機会に聴いてください。ほかの病名やいろいろな治療法の概略を理解することも、自身の病気を深く知る上で、さらによ

り良い治療選択をする上でとてもよい参考になります。
第2部ではそれぞれの疾患のグループにわかれ、専門医を交えてご自身の病気治療の進歩を共有し、同じ疾患の方々と交流します。さらに、寄せられた

質問へのアドバイスを皆で共に聴いて、日頃の疑問や不安を解消し、闘病生活のヒントをたくさんつかんでください。第3部では、暮らしながら治療を継続
するにあたって、留意点や上手な生活管理の仕方についてお話を聴きましょう。
講演を聴いて質問が湧けば、どんなに個人的な問題でも遠慮せず質問用紙を出し、疑間「解決の1日」としてください。

□日 興螂 11病院ユ紳科柿本澤鉾彗先生 昭圏護ヨ NP。脚 灘欄賜・つはさ橿港11曙子

造血機能と血液疾患の解説

血液細胞の働き、血液の病気はそれぞれ造血のどの過程で発生するのか、など、造血と疾患の基本学習を通して「同じ血液の病気に

も、様々なものがある」ことを知ることで自身の疾患の理解を深めます。また、標準治療の「標準」やとても気になる言葉「治験に参加」、

「エビデンスに基づいた医療」などの意味ついても聴きます。 柿木 康孝 先生

血液疾患の治療

血液疾患の治療には化学療法、造血幹細胞移植、分子標的療法、放射線治療、免疫療法、そして支持療法などがあります。主にここ

では化学療法、移植、分子標的療法について焦点をあて、それぞれの治療の特徴と使い分け、最新の臨床データ、移植が必要な場合の

タイミングなどについて学びます。 北海道大学保健センター内科 橋 野  聡 先生

事前に血液がんの治療についてのご相談を受け付けます。詳細は裏面に



会場案内図/旭lll市大雪クリスタルホール
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:            事前質問の受付 ※個鵬目談ではありません            :

: OA4以下の紙1枚に、下記の①～⑤を書いて送つて下さい。 (締め切りは9月 10日必着)          i
:       FAX送 付の場合 03-3203-2570
1       郵便送付の場合 〒162-0041東京都新宿区早稲田鶴巻町533               :
:                      早稲田大学前郵便局々留                    |

: ①病名                 NPO法 人血液情報広場。つばさ                |
: ②患者さんの性別と年齢
l ③ご質問 (相談)※ 2件までで 1件は200文字程度。用紙は 1枚のみ。              l
i  病院名と医師名は書かないでください。ただし電話でお尋ねする場合があります。         i
: ④ご相談者さんのお名前 (会場に見える方。患者さんとの関係)                  :
:  ご連絡先電話番号 (必須です。個人情報として扱いますが、質問内容を確認させていただく場合の i
:  ためです)。
: ⑤参加会場名 (例、北海道フォーラム)
:  ※寄せられた質問 (ご相談事)は、全体会・講演、疾患別分科会Q&A、 などで対応されます。他の参加者のみなさんと一緒  :
:   に先生方のアドバイスを聴き、より良い治療選択にいかしましょう。                          :
:  ※「こんな個人的なことでもいいのかな」と迷われても是非送つて下さい。案外たくさんの人が共通の疑問や不安を感じてい  :
:   るものです。
:  ※病気の理解、自分の場合はいつ移植を選択するか、自血病化したのだが再寛解導入の可能性はあるか、等々。また、退院後の生  :
:   活、家族の問題 (夫婦生活は可能?気持ちを理解されない等)、 セカンドオビニオンの切り出し時…、なんでもこの際、どうぞ。 i
:  ※今回は骨髄増殖性腫瘍の分科会はありませんが、患者。家族の会のご協力とご参加があります。是非、関係疾患の方おいで  :
:    ください。

広報、分科会司会等のこ協力団体 (いつも本当にありがとうこざいます)

・NPO法人日本臨床研究支援ユニット(」 CRS∪) … …… …… httpノ /ww町.crsu.org/
・NPO法人白血病研究基金を育てる会 ………… … …… ……… …… httpノ /wTw.nrigr.jP/
・」CRSU・ がん電話情報センター … …………  …… … … …… httノ/ww・ Crsu.org/,crsu/Se宙 ces/cc.html
・慢性骨髄性白血病 (CML)患者。家族連絡会「いずみの会」 …… …… httpノ /members,cOm hOme ne,P/■ rstsight/izumi/
・日本骨髄腫患者の会……………………………… ………………… …… httpノ /w甲w myeloma.gr.jP/

・骨髄異形成症候群 MDS連絡会 ………… …………………………………………  httノ /"¬W・geocities.jP/mdsrcnraku/
・NPO法人ライフボート ……  ……………………… ……  … … httpプ /wTw.lifeboat― ,p・net/
・院内患者会世話人連絡協議会 (HosPAC) ………………………… httpプ /― .mcdicina nOva.com/kaisaiyotei.htm
・NPO法人ミルフィーユ小児がんフロンテイアーズ  …… ……… httpプ /ぃぃw.millefeuille.or.jP/
・骨髄増殖性腫瘍患者・家族会 MPN―」APAN …………… …… …… httpノ /四w.mpdne,apan.Org/

がん全般について   がん電話情報センター :0570-055224
治療費の助成について つ ば さ 支 援 基 金 :0120-711-858


